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2.2 各部のはたらき 
①⾛⾏クラッチレバー

エンジンからミッションへの動⼒を断続させます。レバーをハンドルと⼀緒に握ると「⼊」位置

の状態、離すと「切」位置の状態になるデッドマン式クラッチレバーを採⽤しています。

②ナイフクラッチレバー
エンジンからナイフへの動⼒を断続させます。ハンドルを握った状態で下から上へ持ち上げる

と「⼊」の状態でロックします。そのままの状態から親指で押し下げると「切」位置の状態に

なります。

 安全の為、エンジン始動時･後進時は必ずナイフクラッチを「切」位置にしてください。 

③変速レバー

⾛⾏速度の選択時に操作します。変速は前進で「◯１ 」、「◯２ 」、「③」の３段で、後進が「R」の１

段です。 

変速は⾛⾏クラッチレバーから⼿を離し、本機を停⽌させた後操作してください。 

「◯１」位置ではゆっくりと、「②」位置ではやや早く、「③」位置ではスピーディーな前進が⾏えます。 

    変速レバーの操作は必ずエンジンを始動し、⾛⾏クラッチレバーを「切」位置

にして⾏ってください。⾛⾏クラッチレバーを握ったまま変速レバーの操作を⾏うと、ミッショ

ン内部のギヤが破損する恐れがあります。

④⾓度調整レバー
畦等、法⾯の草刈作業時に左カッターユニット部の対地⾓度の調整を⾏います。圃場条件に応じ、レ

バー操作で「①⽔平固定（レバー｢固定｣位置）」「②⾃在０°〜３０°」「③⾃在０°〜６０°」の３段

階を選択できます。法⾯の傾斜⾓度に合わせて選択してください。 

⾃在からの⽔平固定位置へはレバー操作で引き戻すことができます。 

・以上の機能を“ウィング機構
．．．．．．

”と⾔います。 

⑤刈⾼調整レバー
刈⾼さの調整を⾏います。調整は４段であり、低い⽅からそれぞれ下の表のとおりです。 

刈⾼調整レバー位置 ① ② ③ ④ 

刈⾼さ(mm) 10 30 50 70 
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5.1.2 エンジンオイルの点検・交換 
◎点検・補給… 

①毎運転前に〈3.1 エンジンオイルの点検〉を参考にエンジンオ

イルの量、及び汚れを⽬視で点検し、規定量でない場合、及び

汚れがひどい場合には、補給または全量交換（下記参照）して

ください。 

    〈使⽤するオイルの質･量は 3.1 エンジンオイルの点検 参照〉 

 □出荷時、少量のエンジンオイルが残っています。 

◎交 換…        
②オイルを受け取る適当な容器を⽤意します。 

③ベルトカバーを取り外し、エンジン側下部にあるドレンプラグ 

 (排油栓)を取り外し、クランクケース内のオイルを抜取ります。 
 

 参考︔同時に給油栓も取り外しておくと、オイルが抜き取り 

   やすくなります。 
 
④オイル排出後、ドレンプラグを確実に取り付けてください。 

⑤〈3.1 エンジンオイルの点検〉を参考に指定のエンジンオイルを

0.55 ㍑注油してください。 

 

 

 

 

参考︔ 

1) 搭載エンジンによってドレンプラグの位置が異なる場合がありますので注意してください。 
 

2) ドレンプラグがエンジン後部にある場合 

ハンドルをホイスト等で吊り上げ、タイヤを外してオイルの排出を⾏ってください。(ベルトカ

バーの取り外しは必要ありません。)  
 

3) オイル交換後は取り外したカバー、タイヤ、ドレンプラグ、給油栓を確実に取付けてください。 
 

4) ⾼負荷または⾼温下で連続⻑時間使⽤する場合には、上記⽬安より早めの交換(約半分の時間)

を励⾏してください。 

 

 

 

 

 

 

 

交換の⽬安 
初回︓5 時間⽬、２回⽬以降︓２５時間毎 

ドレンプラグ 











2~3mm 
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5.4 ナイフの点検・交換・取付け                    

       ■安全のため、ナイフの作業前点検を⾏ってください。■ 
 

1) 本機には鋭利なナイフが使⽤されていますので、点検・交換時のナイフ脱着の際には必ず製品付
属の「ナイフ交換⼯具」を使⽤し、⼿袋等を使い絶対に素⼿で直接ナイフに触らないでくださ
い。ケガをする恐れがあります。 

2) ナイフを交換する際には必ずメーカー純正品とご指定ください。社外ナイフの使⽤は危険である
ばかりでなく、使⽤による故障・事故についても保証の対象外となります。 

3) 安全のため、作業前に〈5.5 ⻑期保管のしかた〉を参考に燃料タンク及び気化器内の燃料を抜い
てください。燃料が⼊ったまま本機を傾けると燃料漏れ、オーバーフローの原因となり危険であ
るばかりでなく、作業後のエンジン始動が困難となる可能性があります。 

4) この作業は必ず⼆⼈で⾏い、作業中刈取部が落下しないようハンドルをしっかりと⽀えながら
⾏ってください。 

5) 前回の作業時に縁⽯や⽊の根等にナイフが当たり、ナイフやナイフディスクの曲がりや⽋損が⽣
じていないか、ナイフやナイフディスクが摩耗していないか、作業開始前に点検してください。 

6) ナイフの摩耗、割れ、曲がり、⽋損等を放置したまま作業を続けると、作業中にナイフが折損し
て⾶び出し、重⼤な⼈⾝事故を招く原因や、本機破損の原因となる場合があります。 

7) ナイフの交換は必ず全数同時に実施してください。部分的な交換はナイフのバランスが狂い、振
動発⽣等の原因となります。 
 

   
1) ナイフの交換作業は適切な⼯具と整備技術をおもちの⽅が実施してください。 
2) 袋ナットも摩耗します。ナイフの研摩の際には袋ナットも同時に交換するようにし、決して他の

ナットで代⽤しないでください。 
 

 5.4.1 ナイフの点検・交換  

①エンジンを停⽌し、念のため点⽕プラグのキャップを外してく

ださい。 
 

②もう⼀⼈の⼈に本機のハンドルを押し下げてもらい、刈取部分

を上げて作業中保持してもらってください。 
 

③フリーナイフディスク･ナイフの割れ、曲がり、摩耗を点検。 
 

④フリーナイフディスク･ナイフの締付ナットの取付け状態を点

検してください。 
＜各部締付トルクは 5.4.2 ナイフの取付け⽅参照＞ 

※下図の様に異常な状態になっていたら、ナイフの左右を⼊れ替えて使⽤するか、交換してください。 

新  品  左右⼊れ替え   交          換 
  磨耗  ⽋損 曲がり 

右ネジ左ネジ

ナイフの位相は互いに９０°

締付ボルト(メック)右ネジ 
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6. 付表                                                   
 
6.1 仕様(参考数値)                                                         
 

名  称 ウィングモアー 

型  式 ＷＭ７５７Ｐ 

全⻑×全幅×全⾼(㎜) 1780×915×940 

刈  幅(㎜) 710(平⾯作業時) 

重   量(㎏) 80 

刈  ⾼(㎜) ①10 ②30  ③50  ④70  (地⾯刈禁⽌) 

ナ イ フ(枚) フリーナイフ×8 

ベルト(本) 
⾛ ⾏ SA31×１ 

刈 取 HPⅡ-SB44×１ 

タイヤサイズ 幅広タイヤ 12×5.50-6(φ306) 

ハンドル 菊座固定式 

速 度 

(㎞/h) 

前 進       ①    1.3     ②    2.2  ③  3.2  (直進時) 

後 進 ① 1.3 

クラッチ 

⽅式 

⾛ ⾏ 噛み合い 

刈 取 ベルトテンション 

ミッションオイル(㍑) 0.75(#90) 

エ 

ン 

ジ 

ン 

名 称 メイキ 

型 式 GＢ221PN 

排気量(㏄) 215 

潤滑油量(㍑) 0.55 

始動⽅式 リコイルスタータ 

点⽕プラグ BP6HS 

タンク容量(㍑) 3.6 

                                  ※本仕様は改良のため予告なく変更する事があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 














